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はじめに
 前提条件：VirtualBoxおよびExtension Packを導入済み

 Bio-Linux 8のインストールは2つのやり方がある
 ova形式を利用：HDDやメモリ容量など予め設定されたものをイ
ンポートして利用するやり方。導入は簡単ですぐに利用開始で
きるというメリットがあるものの、大きなデータを取扱う場合に
容量不足になるなど、本格的なデータ解析時には不具合が生
じる場合が多い。

 iso形式を利用：自分でBio-Linux 8（ゲストOS）の最大利用HDD
容量などを設定しながらインストールしていくやり方。手順は多
いが、利用中に「空き容量が足りない」などのエラーに遭遇した
ときに、何が問題かを把握しやすいのではないだろうか。

2.ovaからのインストール

ここではova形式ファイルのイメージファ
イルを用いたインストール法を示します



はじめに
 この資料作成は、VirtualBox ver. 5.0.10で行っています。

 バージョンによってはうまくインストールできないかもしれません。

 OS X Yosemite 64bit環境（NTFSフォーマット）で動作確認を行って
います
 32bit環境では（成功例も有るが）失敗する可能性が高い

 FAT32フォーマットでは4GB以上の大きなファイルを扱えない

3.ovaからのインストール

特に2番目の項目の、32 bitマシンでどんな不具合がで
ますか？どんなことならできますか？的な質問をよく受
けますが、答えは「やってみなければわかりません」です



.ovaファイルを用意

4.ovaからのインストール

おそらく拡張子が.ovaであれば、どのovaファ
イルでもうまくいくはずです。これは①Bio-
Linuxのサイトが提供するovaファイルの場合
。②Bio-Linux Download、③Download from 
main site。bio-linux-8-latest.ovaというファイ
ル（約4GB）が「ダウンロード」フォルダに保存
されます。

②

①

③



.ovaファイルを用意

5.ovaからのインストール

おそらく拡張子が.ovaであれば、どのovaファイル
でもうまくいくはずです。①isoファイルからのインス
トール手順の最後のほうのスライドでエクスポート
したBioLinux8.ovaファイル（約5.4GB）でもよい。こ
れは、連載第2回終了時点までのイメージファイル

①



.ovaファイルを用意

6.ovaからのインストール

①

おそらく拡張子が.ovaであれば、どのovaファイル
でもうまくいくはずです。①DDBJ pipelineが提供
するgalaxy-vm.ovaファイル（約6.3GB）でもよい。



VirtualBoxの起動

7.ovaからのインストール

以前に古いバージョンで一通りのインストール作業
を行ったヒトは、こんな感じになるかもしれない。 iso
ファイルからのインストール手順の最後のほうのスラ
イドでエクスポートしたBioLinux8.ovaファイル（約
5.4GB） を導入したいヒトは、同じ名前の①BioLinux8
が見えている場合にエラーが出るかもしれない。消
してもいいヒトは右クリックで削除しておこう。

①



消していいBioLinux8の除去

8.ovaからのインストール

右クリックで①除去

①



消していいBioLinux8の除去

9.ovaからのインストール

①すべてのファイルを削除

①



真っ新な状態にする

10.ovaからのインストール

こんな感じになればOK。もちろんbio-
linux-8-latest.ovaやgalaxy-vm.ovaを導入
（インポート）したい場合には、BioLinux8
が残っていても問題ないでしょう。



ovaをインポート

11.ovaからのインストール

①仮想アプライアンスのインポート

①



ovaをインポート

12.ovaからのインストール

①のところを押す

①



BioLinux8.ovaを選択

13.ovaからのインストール

インポートしたいovaファイル（ここでは
①BioLinux8.ova）を選択して、②オープ
ン。このovaファイルは、消すと動作しな
くなります。消さないよう注意しましょう。

①

②



ovaをインポート

14.ovaからのインストール

①赤枠部分の見栄えはヒト
によって異なる。②続ける。

①

②



ovaをインポート

15.ovaからのインストール

①「すべてのネットワークカードのMACアドレス
を再初期化」にチェックを入れて、②インポート

①

②



インポート中

16.ovaからのインストール

だいたい5-10分程度で終わります



インポート完了状態

17.ovaからのインストール

こんな感じになっていればOK
。①ここをクリックすると…。

①



インポート完了状態

18.ovaからのインストール

①

③

②

こんな感じになります。①メモリ、②2 CPU
、③HDD 100GBとなっており、以前isoファ
イルから手作業で設定した内容がそのま
ま導入できていることがわかります。



起動

19.ovaからのインストール

①起動、②パスワードはpass1409
(BioLinux8.ova作成時に設定したもの)。

①

②



起動

20.ovaからのインストール

①

①ターミナルを起動。確かに以前設定した通り、
背景が白になっていることがわかる。このテクニ
ックを用いることで、自分の別のPCに同じ環境
のものを簡単に構築することができる。もちろん
Bio-Linux 8にもともと入っていないプログラム(例
えばトランスクリプトームアセンブリプログラムの
Trinityなど)をインストールして使える状況にした
ものをovaファイルとして保存しておけば、インス
トールに慣れていないエンドユーザにやさしい。
ただ、エンドユーザは用語に慣れていないので
ついていけない場合が多いw。ここまで一通りつ
いてこれたヒトはなんとかわかるのではと期待w


